
令和６年 教育庁ニュース一覧  

【３月】 

○公立学校における働き方改革の新たな計画「みんなの学校！ピースフル・プラン」始動！

（働き方改革推進課） 

 

○米国より琉球国王の肖像画「御後絵」４点を含む文化財計 20 点が返還（文化財課） 

 

【４月】 

○沖縄ろう学校 100 周年（県立学校教育課） 

 

【５月】 

○学校給食費無償化に向けた県の取組方針発表（保健体育課） 

 

【６月】 

○全九州高校総体ボクシングバンタム級優勝（県立学校教育） 

陽明高等支援学校 3 年 根間 空志 

 

【７月】 

○「離島生徒への大会派遣補助拡充プロジェクト」クラウドファンディング型ふるさと納

税実施（保健体育課・文化財課） 

 

【８月】 

○中学生・高校生がスポーツ面で大活躍 （保健体育課） 

＜全国中学生空手道選手権大会＞ 

・男子団体形 優勝 山内中学校（二連覇）  

・女子団体形 優勝 金城中学校 

・男子個人形 優勝 安岡中学校 真栄城豪 

＜全国高校総体（南部九州総体）＞ 

・ウエイトリフティング 男子 55kg 級  優勝  本部高校（天久 星七） 

＜世界ユースブレイキン選手権＞ 

・ブレイキン ２位 読谷高校（津波古 梨心） 

 

〇高校生が文化面で大活躍（文化財課） 

＜全国高校生アマチュアバンド選手権 TEENS ROCK 2024 GP FINAL IN HITACHINAKA＞  

 ・首里高等学校軽音楽部 クロムレイリー 

  ３年 新里桃花（Vo/Gt）、小橋川深結（Ba/Cho）、知念陽香（Dr/Cho）  

  グランプリ（文部科学大臣賞）及びベストドラム賞 



○国指定重要文化財（工芸品の部）に【金銅雲龍文簪】が指定（文化財課） 

 

〇県指定無形文化財（芸能の部）の保持者に「沖縄伝統音楽野村流」23 名、「沖縄伝統音 

楽安冨祖流」15 名、「沖縄伝統音楽箏曲」20 名  計 58 名が追加認定（文化財課） 

 

【９月】 

○部活動地域移行の連携協定を締結（保健体育課） 

 

【10 月】 

○重要無形文化財【八重山上布】保持者に新垣幸子氏認定（文化財課） 

 

○選定保存技術【屋根瓦製作（琉球瓦）】保持者に八幡昇氏認定（文化財課） 

 

○選定保存技術【屋根瓦葺（琉球瓦葺）】保存団体に琉球瓦葺技術保存会（理事長：田端  

忠）認定（文化財課） 

 

【11 月】 

○新しい高校入試制度実施に伴い Web 出願システム運用開始（県立学校教育課） 

 

○沖縄県立図書館が「Library of the Year 2024」で大賞を受賞（生涯学習振興課） 

 

〇県指定無形文化財（工芸技術の部）の保持者に「本場首里の織物」２名が追加認定（文

化財課） 

 

○首里城継世門櫓の修復完了と円覚寺三門復元整備の本格化（文化財課） 

 

○県指定史跡「第 32 軍司令部壕（首里司令部壕跡）」の指定（文化財課） 

 

 



月　日 ３月 課名 働き方改革推進課

件　名

月　日 ３月14日 課名 文化財課
件　名

説　明

月　日 ４月10日 課名 県立学校教育課
件　名

説　明

月　日 ５月24日 課名 保健体育課
件　名

説　明

令和６年教育庁ニュース

公立学校における働き方改革の新たな計画「みんなの学校！ピースフル・プラン」始動！

学校給食費無償化に向けた県の取組方針発表

学校給食費無償化に向けた取組の第一歩として、令和７年４月から、教育費の負担の大き
い中学生の学校給食費の２分の１相当額を市町村に補助することを発表した。

米国より琉球国王の肖像画「御後絵」４点を含む文化財計20点が返還

沖縄ろう学校100周年

大正13年（1924年）に「私立沖縄聾啞学校」として創設された「沖縄県立沖縄ろう学校」
が創立100周年を迎えました。令和６年11月24日には、記念式典及び記念祝賀会が盛大にお
こなわれました。

説　明

今年３月に新たな推進計画と具体的な取組目標「私たちのピース・リスト2023」が策定さ
れ、県全体で働き方改革と教職員のメンタルヘルス対策の一体的な取組の推進を図る。

沖縄戦前後の混乱において県外へと流
出した文化財計20点が米国より返還さ
れた。返還されたもののうち「御後
絵」は、戦後初めて実物の存在が確認
されたことから、世紀の大発見と評さ
れた。
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令和６年教育庁ニュース
月　日 ６月23日 課名 県立学校教育課
件　名

説　明

月　日 ７月１日 課名 保健体育課・文化財課

件　名

説　明

月　日 ８月 課名 保健体育課
件　名

説　明

月　日 ８月10日 課名 文化財課
説　明

件　名

月　日 ８月27日 課名 文化財課
件　名

説　明

月　日 8月30日 課名 文化財課

件　名

説　明

月　日 ９月12日 課名 保健体育課
件　名

説　明

中学生・高校生がスポーツ面で大活躍

○全国中学生空手道選手権大会
　・男子団体形　優勝　山内中学校（二連覇）
　・女子団体形　優勝　金城中学校
　・男子個人形　優勝　安岡中学校　真栄城豪

○全国高校総体（南部九州総体）優勝
　・ウエイトリフティング 男子55kg級  本部高校（天久 星七）

〇世界ユースブレイキン選手権　２位
　・ブレイキン　読谷高校（津波古 梨心）

全九州高校総体ボクシングバンタム級優勝

陽明高等支援学校3年　根間 空志

「離島生徒への大会派遣補助拡充プロジェクト」クラウドファンディング型ふるさと納税
実施

新たに離島高校生の派遣費補助拡充のため、７月から９月の３か月間、クラウドファン
ディング型ふるさと納税を実施しました。

国の重要文化財（工芸品の部）に【金銅雲龍文簪】が指定

部活動地域移行の連携協定を締結

金銅雲龍文簪（沖縄県立博物館・美術館所蔵）が新たに国の重要文化財（美術工芸品／工
芸品の部）に指定されました。

県指定無形文化財（芸能の部）「沖縄伝統音楽野村流」、「沖縄伝統音楽安冨祖流」、
「沖縄伝統音楽箏曲」の保持者の追加認定。

県指定無形文化財（芸能の部）の保持者として「沖縄伝統音楽野村流」23名、「沖縄伝統
音楽安冨祖流」15名、「沖縄伝統音楽箏曲」20名、計58名が追加認定され、公報にて発表
されました。11月5日には南部合同庁舎にて保持者の方々へ認定書交付式を行い、半嶺教育
長より認定書が交付されました。

高校生が文化面で大活躍

〇全国高校生アマチュアバンド選手権TEENS ROCK 2024 GP FINAL IN HITACHINAKA
　・首里高等学校軽音楽部 クロムレイリー
　　３年　新里桃花（Vo/Gt）、小橋川深結（Ba/Cho）、知念陽香（Dr/Cho）
　　グランプリ（文部科学大臣賞）及びベストドラム賞

スポーツデータバンク、三井住友海上、日本郵政の３社によるブカツ・サポート・コン
ソーシアムとの地域移行に関する連携協定を締結しました。
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令和６年教育庁ニュース
月　日 10月９日 課名 文化財課
件　名

説　明

月　日 10月９日 課名 文化財課
件　名

説　明

月　日 10月９日 課名 文化財課

件　名

説　明

月　日 11月１日 課名 県立学校教育課
件　名

説　明

月　日 11月７日 課名 生涯学習振興課
件　名

説　明 画像

月　日 11月15日 課名 文化財課
件　名

説　明

重要無形文化財【八重山上布】保持者に新垣幸子氏認定

初めて「八重山上布」が国の重要無形文化財に指定されるとともに、新垣幸子氏がその保
持者（各個認定）として認定されました。

選定保存技術【屋根瓦製作（琉球瓦）】保持者に八幡昇氏認定

沖縄では瓦葺の建物が急速に減少しており、また機械化の影響もあり、手作業で瓦を作る
技術は途絶えかけていることから、早急に保存の措置を図る必要があり、「屋根瓦製作
（琉球瓦）」を選定保存技術に選定するとともに、八幡昇氏をその保持者として認定。

県指定無形文化財（工芸技術の部）の保持者に「本場首里の織物」２名が追加認定

県指定無形文化財（工芸技術の部）の保持者として「本場首里の織物」２名が追加認定さ
れ、公報にて発表されました。

選定保存技術【屋根瓦葺（琉球瓦葺）】保存団体に琉球瓦葺技術保存会（理事長：田端
忠）認定

沖縄では瓦葺の建物が急激に減少しており、琉球瓦葺の技術を高度に体得した技能者が減
少しているため、早急に保存の措置を図る必要があり、「屋根瓦葺（琉球瓦葺）」を選定
保存技術に選定するとともに、琉球瓦葺技術保存会をその保存団体として認定。

新しい高校入試制度実施に伴いWeb出願システム運用開始

今年度実施の高等学校入学者選抜が新制度となり、推薦入試が特色選抜へ移行します。Ｗ
ｅｂ出願システムを利用し、受検生が自ら出願、全受検生が学力検査を受検することにな
ります。

沖縄県立図書館が「Library of the Year 2024」で大賞を受賞

沖縄県立図書館の"Finding Okinawan
Roots"プロジェクトが「Library of
the Year2024」で大賞、オーディエン
ス賞及び優秀賞を受賞しました。
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令和６年教育庁ニュース
月　日 11月25日 課名 文化財課
件　名

月　日 11月29日 課名 文化財課
件　名

説　明

首里城継世門櫓の修復完了と円覚寺三門復元整備の本格化

県指定史跡「第32軍司令部壕（首里司令部壕跡）」の指定

首里城の地下に所在する「第32軍司令部壕（首里司令部壕跡）」のうち、各種調査で内部
の状況が確認できる第２坑道の一部、第３坑道の一部、第５坑口及び坑道の一部を、沖縄
戦の戦争遺跡で初の事例となる県指定史跡に指定しました。

説　明

老朽化により崩落等の危険性があった首里城継世門櫓の修復が完了し、往時の姿が蘇りま
した。
整備復元工事中の円覚寺三門部分の建設が本格的に始まり、最初の１本となる柱が建ちま
した。
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